
■水道事業
新設事業としてウトナイ南に配水管を布設しました。また、改良事業では老朽化した配水管や錦多峰導水

管の布設替えを行うとともに、高丘浄水場場内整備工事や錦多峰浄水場ＰＡＣ注入流量計更新工事等を行い
ました。
収益的収支は１億9,781万円の黒字で、消費税と地方消費税を整理した純利益は8,514万円でした。

■下水道事業
宮前町及びのぞみ町等の汚水管、雨水管の整備を行いました。また、管渠以外の施設では、糸井中継ポン

プ場の耐震化対策、西町下水処理センターの消化ガス発電設備更新等を行いました。
収益的収支は６億7,839万円の黒字で、消費税と地方消費税を整理した純利益は５億7,905万円でした。

令和５年度 水道事業・下水道事業 決算のあらまし

水道事業水道事業

（収益的収支の状況） （資本的収支の状況）

収入

下水道事業下水道事業

（収益的収支の状況） （資本的収支の状況）

水道水をご家庭に送り届けるための
経費とその財源です。

水道施設を整備するための経費とその財源です。

収入

下水道施設の運転、維持管理等に関する
経費とその財源です。

下水道施設を整備するための経費とその財源です。

収入
32億4,255万円

支出
30億4,474万円

施設の維持管理
給水費用など
13億1,388万円 減価償却費など

15億3,666万円

企業債借入金利息
1億9,420万円

水道料金
27億7,600万円

水道利用加入金など
3億151万円

⾧期前受金戻入
1億6,504万円

企業債借入金
7億3,700万円

道からの補助金
9,980万円

工事負担金など
2,645万円

損益勘定留保
資金などで補てん

（15億4,259万円）※1

8億6,325万円

支出
24億584万円

施設新設及び
改良に要した費用
9億7,988万円

水道メーターなど
に要した費用
4億6,140万円

企業債償還金
9億6,456万円

※1「損益勘定留保資金など」とは、現金支出を伴わない減価償却費などの企業内部に留保された資金

支出

53億5,600万円

46億7,761万円

下水道使用料
25億3,195万円

一般会計及び国
からの補助金など
10億9,414万円

⾧期前受金戻入
16億3,285万円

し尿処理負担金など
9,706万円

施設の維持管理費など
14億3,039万円

減価償却費など
28億6,669万円

企業債借入金利息
3億8,053万円

20億5,051万円

39億8,351万円

収入

支出

企業債借入金
13億2,700万円

国からの補助金
4億8,395万円

一般会計からの補助金
2億2,103万円

受益者負担金
1,853万円

損益勘定留保
資金などで補てん

（19億3,300万円）※1

施設新設及び
改良に要した費用
18億9,665万円 企業債償還金

20億8,686万円


